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信用取引の現状 
（２０１１年１１月時点） 

１０月の東証３市場 
売買代金 

 
４０兆９，７２１億円 

内、個人投資家分 
６兆７，０６７億円 

16.3％ 
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信用買い 
信用売り 

取引口座数 
 

１，４８２万口座 
 
 
 

※以上は東証統計資料より 

※以下は日本証券業協会統計
資料より 

※主要１５社分集計 

信用口座数 
７７万口座 

個人の信用取引残高 
（９月） 

１兆３７６億円 

１週間に１往復のイメージ 

投資家２０人に１人が信用取引
を行っている 



信用取引の基本的な問題点と改善への動き 
（今年度上期の状況） 

株式調達の問題 

１日の取引回数の問題 

売建て（空売り）をす
る為には、株式の調
達が必要 

証券金融会社
からの調達 

証券会社自ら
が調達 

制度信用 

一般信用 

貸株市場から 
（証券会社等の 
店頭取引） 

自社顧客より 

貸株サービス 

この部分の対応
の差が証券会社
によって大きい 

信用取引対応を強化す
るのであれば、現状で
は以下の部分を強化 

現物取引では“差金決済取引”が禁止。同一銘柄の売
買は、資金か株券が既にあれば、実質一回転まで。 
（金商法） 

信用取引では担保となる現金若しくは株式の許容範
囲で取引が可能。しかし、担保の限度まで使って売買
を繰り返す場合は、担保限度金額の１回転まで。 

信用取引において、同一担保を限度まで複数回転さ
せることは、現状では出来ない。（取引所ルール） ＣＦＤの様に担保や建玉評価

をリアルタイムで行うか？ 

信用取引における決済の方
法を変えるか？ 

制限なく売買
する為には、 

個人投資家が、
証券会社やファ
ンドの様に頻繁
に売買する必要
の是非は別にし
て、信用取引制
度の改善点とし
ては検討される
べき 


